
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１２月行事のようす） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和６年 

（令和５年度） 

１月 ９日 

第 １３号 

校長 小幡英二 

新年あけましておめでとうございます 

 ３学期がスタートしました。学校にとっては、学年のまとめをする大切な

学期になります。始業式で子どもたちの元気な姿を見て安心しました。２学

期の最後は、積雪のために急遽臨時休業としましたが、保護者の皆さまには

大変ご迷惑をおかけしました。 

 さて、学校も新しい気持ちで元気にスタートしましたが、元旦に発生した

能登地震のことを考えると安心安全な学校にするために、気持ちを引き締め

ているところです。昨年の７月には豪雨災害に見舞われ、１月の中旬に体育

館の床の修復作業を行う予定です。災害は大きな爪痕を残します。しかし、

私たちにできることは、災害が発生したときに被害を最小限にすることで

す。子どもたちと防災について、学習を進めていかなければなりません。ま

た、家庭や地域の力をお借りすることも重要です。今後もよろしくお願いし

ます。 

 ３学期は卒業式を控えています。６年生には、中学生になるための力を確

実につけなければなりません。３月の卒業式で、野矢小学校を卒業したこと

に誇りが持てるように、職員一同、力を合わせて頑張って指導して行きたい

と思います。また、２年生から５年生においては、６年生からタスキをもら

って野矢小学校の伝統を継承すると同時に、発展もさせなければなりませ

ん。今年度は入学式がありませんでした。しかし、令和６年度は入学式を行

えます。新１年生が野矢小学校に入学して良かったと思えるような学校にし

ていくことが大切です。６人の６年生の力も借りながら、３ヶ月間でより一

層成長できるようにしたいと思います。 

 コロナ禍になり、教育は大きく変化しました。ICT の活用や行事の精選、

学校における働き方改革の推進などもありますが、教育の目標は「人格の完

成を目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を備え

た心身ともに健康な国民の育成」です。このことを肝に銘じ、教育活動を進

めて行きたいと思います。そのためには保護者と地域の力が欠かせません。

これまで同様に野矢小学校に対するご理解とご支援をよろしくお願いいた

します。 

野矢小学校のホー
ムページに写真な
ど多くの情報を載
せています。QR
コードです。ご覧
下さい。 

マラソン大会 焼き芋大会 

美山高校出前授業（リンゴジャム作り 滝上地熱発電所見学 

野矢小学校のホームページでも、その他の行事の紹介を行っています。ご覧下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 

（令和５年度） 

２月６日 

第 １４号 

校長 小幡英二 

野矢っ子「助け合い」プロジェクト 

～「能登半島地震」への募金活動）～ 

 能登半島地震が発生して３４日がたちました。現在でも多くの方が避難し

て、厳しい生活を送っています。そんな中、１月の中頃に児童会担当の先生

から、「子どもたちが募金活動に取り組みたい」と考えているけれど取り組ん

でよいかと打診されました。そして児童会長が。自分たちの「思い」を書い

た文書も見せてくれました。その中に、被災した人たちの思いを考えると同

時に、７月に被災した時に自分たちが、周囲の大人が取った行動（保護者や

地域の方々、役場の方々、業者の方々が、児童が早く施設を安心して使える

ように取り組んだこと）を見て、自分たちのできることはないか、自分たち

の思いを伝える方法はないかと考えた結果の募金活動でした。 

 被災したら何かをしてもらうことが当然だといった考えではなく、その時

に感じた感謝の思いを忘れずに、他の人たちが困ったときは自分たちにでき

ることはないのかと考えていることに感動しました。同時に、私たち大人の

行動を見て、子どもたちは学んでいることに改めて気づかされました。「子は

親の鏡」と言われますが、その通りだと感じました。 

 募金活動は１月２９日から３１日の３日間で行いました。児童会の役員

は、朝夕の登下校の時間に、児童や保護者に募金を呼びかけていました。そ

の取組の中で、ある児童が自分の地域を回って呼びかけましたと言って募金

してくれたり、卒業生から預かりましたと言って届けていただいたり、地元

の企業にお勤めの方々が募金をして持ってきてくれたりしました。子どもた

ちの思いを理解して協力して頂いたことに感謝致します。 

 最終的に募金総額は、７７，１８２円（児童会集計）にもなりました。２

月１日には、児童会長の佐藤龍治さんと池部先生が九重町社会福祉協議会に

持って行き、被災者のために活用して頂くようにお願いしました。 

 今回の児童会の活動を見て、野矢っこの人を動かすことができる思いやり

の心と行動力、保護者や地域の方の子どもたちに対する優しさや愛情など多

くのことに気づくことができました。これからも子どもたちと多くのことを

学びながら、頑張っていきたいと思います。ご協力ありがとうございました。 

野矢小学校のホー
ムページに写真な
ど多くの情報を載
せています。QR
コードです。ご覧
下さい。 

お知らせ 
今話題の大谷翔平さ

んから頂きましたグロ
ーブですが、野矢小学
校では、希望児童に休
み時間に貸し出して使
用しています。もし、
見てみたい方がいまし

たら、遠慮なく学校に
見に来てください。お
持ちしています。 


